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第一章：計画の策定に向けて 

 

1. 計画策定の目的 

 少子高齢化による人口減社会の到来は地方経済を直撃し、日本創成会議の推計によると２０４

０年には全国８９６の市区町村が「消滅可能性都市」に該当するというデータが公表されています。

このような社会状況に対応するためには、地域活性化を促進する新しい人の流れを作り出すこと

が必要です。現在、行方市の観光客数は年々増加する傾向にあります。 

しかし、現状に満足することなく更なる観光振興政策を打ち出すことが重要であることは言う

までもありません。これまでも当市においては「行方市産業・観光振興計画」を策定し様々な施策

を実践してきました。その効果を精査し、新たな５カ年に向けた「行方市産業・観光振興計画」をこ

こに策定します。行方市の魅力を創出し、全国及び海外に向けて情報を発信するための指針とな

る基本プランです。 

 

 

2. 計画の位置づけ 

行方市の観光振興の指針として位置づけ、以下の役割をもつ計画として策定します。 

 

・観光資源の活性化、交流人口の拡大による地域活力向上を図る 

・自然や歴史などの観光資源を再認識し守り、育て、活かすことにより 

持続可能な観光振興を図る 

 

なお、本計画は、観光振興の方向性を重視して位置づけ、行動に向けての基本的な方針・方向

性を示すものです。したがって、観光振興施策の具体化等においては、上位計画の行方市総合戦

略書や行方シティープロモーション指針、観光情勢等を考慮し対応することとします。 

 

 

3. 計画期間 

平成３１年度（２０１９年）から平成３５年度（２０２３年）までの５ヶ年とします。 
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第二章：現状と課題 

 

1. 行方市における観光の現状 

 

・茨城県における観光客の動向 

平成２９年（２０１７年）の入込客数（延べ人数）は６,１２８万人と前年比０．８％減となりました。 

県北芸術祭など平成２９年（２０１７年）には開催されなかったイベントがあったことや、悪天候

による海水浴客の減少、従来イベント・観光地点の入込客数が減少したことから、平成２８年（２０

１６年）の入込客数を下回りました。 

 

 

 

 

 

出典：茨城の観光レクリエーション現状（平成２９年観光客動態調査報告） 

  

 

    （単位：千人） 

区 分 平成 25 年 平成 26 年 平成 27 年 平成 28 年 平成２９年 

入込客数 48,061  50,754  57,040  61,809  ６１，２８４ 

前年比（%） 101.8 105.6 112.4 108.4 ９９．２ 
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【茨城県の観光客入込客数】 



3 

 

・海外からの本県周遊ツアー催行状況 

平成２９年度（２０１７年）の海外から本県を周遊・宿泊したツアーの催行数は２,７２１ツアー（８

１,３６７人）となり、前年度比１３５％となりました。 

また、茨城空港を利用した催行ツアー数は１３２ツアーとなり、前年度比３８%となりました。

大きくは中国からのツアー数が減ったことが要因となりますが、香港やベトナム等とのチャー

ター便が予定されており今後各国からの観光が見込まれます。 

 

 〇平成 29 年（２０１７年）4 月 1 日から平成 30 年（２０１８年）3 月 31 日まで 

催行国 
平成 29 年度 平成 28 年度 

ツアー数 催行人数 ツアー数 催行人数 

台 湾 853  25,249  409  11,327  

中 国 632  19,715  1,012  29,306  

タ イ 377  12,565  81  2,475  

香 港 271  7,569  80  2,272  

ベトナム 188  5,451  143  4,303  

韓 国 179  3,094  50  1,264  

シンガポール 31  798  2  31  

インドネシア 24  837  5  219  

マレーシア 22  1,403  9  185  

アメリカ 19  627  5  72  

フィリピン 12  352  0  0  

ミャンマー 11  267  0  0  

マカオ 5  155  0  0  

オーストラリア 0  0  3  51  

エジプト 0  0  2  34  

イラク 0  0  2  26  

その他 24  1,187  5  97  

複数国・不明 73  2,098  204  2,466  

合 計 2,721  81,367  2,012  54,128  

〇茨城空港利用の催行ツアー数 

【平成２９年度】・中国：５２（上海便） ・台湾：５８ ・韓国：２２ ・合計１３２ツアー 

【平成２８年度】・中国：２９１（上海便１６４、深圳便１０３，杭州便１４，成都便１０）  

・台湾３４ ・韓国：14 ・ベトナム：4 ・合計：343 ツアー 

出典：海外からの本県周遊ツアーの催行状況について（茨城県） 

【平成 29 年度の催行ツアー数】 
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 〇県内の主な立寄地、宿泊地 

立寄地 人（延数） 

ひたち海浜公園 1,017 

牛久大仏 464 

偕楽園 169 

袋田の滝 88 

大洗磯前神社 46 

JAXA 40 

那珂湊おさかな市場 36 

フラワーパーク 32 

出典：海外からの本県周遊ツアーの催行状況について（茨城県） 

 

・訪日外国人消費動向 

２０１７年の訪日外国人観光客数は２，８６９万人を記録し、前年度比１９．３％増となりました。

また訪日外国人の消費額は全体で４兆４，１６１億円と前年比１７．８％増となっています。 

また、訪日外国人旅行客１人当たり旅行支出が１５万３，９２１円で前年比１．３％減となってい

ますが、国籍・地域別にみると依然中国が２３万円と最も高く、次いでオーストラリアが２２万６，

０００円、英国が２１万５，０００円の順となっています。 

観光庁の観光交流人口の経済効果資料によると、外国人観光者８人分は国内旅行者（宿泊）

２５人分、国内旅行者（日帰り）８０人分にあたることからインバウンドによる経済効果は高く、

今後も拡大していく傾向がみられます。 

 

 

出典：観光庁、平成 29 年年間値（速報）及び平成 29 年 10-12 月期の調査結果（速報）  

 

宿泊地 人（延数） 

つくば市 682 

水戸市 409 

ひたちなか市 104 

潮来市 92 

土浦市 90 

大洗市 88 

大子町 41 

常総市 23 
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・行方市と鹿行地域 

 鹿行地域は鹿嶋市、神栖市、行方市、鉾田市の５つの

市から成り、旧鹿島郡の「鹿」と旧行方郡の「行」をとっ

て鹿行（ろっこう）と呼ばれています。千葉県に接する

茨城県東南部で、霞ヶ浦や北浦、太平洋に挟まれるこ

とから、水郷としての歴史と伝統があります。 

 行方市は東京都心から約７０ｋｍに位置し、東は北

浦、西は霞ヶ浦に挟まれています。２００５年に行方郡

の麻生町・玉造町・北浦町が新設合併して行方市が発

足しました。 

 

※図：茨城県ホームページより 

    

・行方市における観光客の動向 

 行方市における観光入込客数は、増

加傾向にあります。特に、平成２７年（２

０１５年）１０月にオープンしたなめがた

ファーマーズヴィレッジの入込客数の増

加が大きな要因となっています。それ以

外での各観光施設の入込客数は横ばい

の状態にあります。 

 

※出典：行方市主要観光施設入込客数    

〇観光施設の入込客数     （単位／人） 

施 設 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

霞ヶ浦ふれあいランド 47,495  52,370  58,664  59,087  54,489  

観光物産館「こいこい」 137,598  143,060  147,840  155,484  154,824  

あそう温泉 白帆の湯 108,900  106,256  109,066  105,755  109,828  

天王崎観光交流センター 

コテラス 
5,015  22,589  27,225  32,133  29,826  

北浦荘 42,082  44,820  48,358  52,576  55,128  

なめがたファーマーズ 

ヴィレッジ 
0  0  90,469  195,413  225,554  

合計 341,090  369,095  481,622  600,448  629,649  

〇行方市の観光客入込客数（単位／人） 

341,090 
369,095 

481,622 
600,448 629,649 

0
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既往の観光振興計画の取組状況 

〇前計画実施プランの取組状況 

取組内容 実施評価 

・販売ルート確立：学校給食、地元飲食店への提供、 

こいこい・コテラスでの地元産品販売 

△ 

・舟運の振興：ラスクマリーナの運行、観光帆引き船  △ 

・パラセーリング等マリンスポーツ振興：パラセーリング、貸ボートの実施 〇 

・TX・JR 土浦とのアクセス強化：土浦駅前～りんりんロード、 

土浦駅からの広域バス運行、玉造駐車場の整備 

△ 

・なめがたフットパス：フットパス：フットパス 4 コースの策定と実施 〇 

・商店街の空き店舗利用：募集をしたが利用者なし △ 

・景観法に基づく景観計画の検討と推進 × 

・先進的環境保全型農業研修機能構築 × 

・観光関連公共施設の管理運営の一元化： 

白帆の湯、コテラス、北浦荘、霞ヶ浦ふれあいランドへの指定管理制度導入 

〇 

・ほのぼの観光 文化拠点の形成： 

公共施設再編に向けた展開プログラム、観光の拠点強化、観光ボランティア、 

麻生陣屋長屋敷記念館を活用したイベントの実施 

△ 

・特産品開発と起業化： 

なめがたバーガー、行方丼、白帆焼きの新製品と販売促進支援補助金、 

６次産業推進室によるセミナー 

△ 

・茨城空港におけるスカイアリーナの活用： 

空港にチラシ設置、茨城空港周辺地域資源活用推進連絡会（セブンネット）による 

連携した広域活動 

〇 

 

 前計画を振り返り、産業と観光を連動して地域ブランド力向上・地域産業の発展・住民意識の向

上を図り、暮らしの源である産業が生き生きと地域の人が生き生きとするまちづくりをテーマに

しているが、具体的な数値目標がない為、達成度についての評価は難しい状態です。 

市全体では観光客入込客数は平成２７年度（２０１５年）から急激な増加傾向にあり、その要因と

して平成２６年（２０１４年）から行っている行方ふれあいまつりの実施や平成２７年（２０１５年）１０

月になめがたファーマーズヴィレッジがオープンした効果が表れていることが考えられます。既存

施設の入込客数はほぼ横ばいとなっております。また、当市の認知度は平成２９年度（２０１７年）１

０,０００市町村中８４６位と依然低い状態となっています。 

前計画では、産業資源と観光が連動することによる産業資源を生かした観光まちづくりが主で

した。観光については地域資源を再検討し産業だけではなく歴史文化も踏まえた行方市ならでは

の観光に特化した取組みを行うとともに、効果的な情報発信が必要と考えます。  
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2. 観光客のニーズ 

行方市の観光に関する行動状況や観光ニーズ等を把握するため、調査を実施しました。 

 

首都圏、北関東圏での行方市の観光資源に関わる浸透、関心度調査 

〇前提条件 

・調査目的：首都圏、北関東圏における市内観光資源の認知と来訪経験、及び関心度把握 

・調査期間：２０１９年１月２８日～２月５日 

・調査手法：ＷＥＢ調査（株式会社ジャパン・マーケティング・エージェンシーのＷＥＢモニター会員） 

・対象者居住地：首都圏（東京都５００名、神奈川県５００名、埼玉県５００名、千葉県５００名）、 

北関東圏（茨城県５００名、群馬県５００名、栃木県５００名） 

・調査対象者：２０～６９歳男女３,５００名回収 

 

    

・茨城県のイメージは「田舎」「自然が豊か」とともに、「海産物が美味しい」「農業が盛ん」「農産物が美味し

い」などが上位に上がり、自然と農水産物を有する県のイメージが多く見られました。 

・茨城県全体イメージの中に行方市に関連するイメージが見られないことから、訴求力が弱いことがうか

がえます。 

●茨城県のイメージ 

（n）=調査人数、他単位% 

  の全体より縦列で見て    は１０Ｐ高い、     は５Ｐ高い、     は１０Ｐ低い、     は５Ｐ低い 
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●茨城県内の最近 5 年訪問状況 

 

 

 

  

・茨城県の過去訪問経験では全体の中「県央地域」が最も高く、「鹿行地域」は５地域の中で

最も低い訪問経験率となりました。過去５年以内に県内への訪問経験でも「県央地域」が高

く、「鹿行地域」への訪問経験率は低いものでした。 

（n）=調査人数、他単位% 

 

  の全体より縦列で見て    は１０Ｐ高い、     は５Ｐ高い、     は１０Ｐ低い、     は５Ｐ低い 
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●鹿行地域訪問状況 

 

 

 

・鹿行地域内で見てみると、認知・訪問経験・最近５年の訪問とも行方市は低いものでした。 

・鹿行地域最近５年の訪問者の鹿行地域の訪問頻度は平均６回程度とし、居住地別では東京

都民が５年間で１０.６回と多く見られました。 

（n）=調査人数、他単位% 

 

  の全体より縦列で見て    は１０Ｐ高い、     は５Ｐ高い、     は１０Ｐ低い、     は５Ｐ低い 



10 

 

●鹿行地域で知っている名所や施設 

 

 

  

・鹿行地域での認知率では「霞ヶ浦」「鹿島神宮」「カシマサッカースタジアム」が上位でいずれ

も５割前後の認知率でした。行方市内の名所・施設では「北浦」「霞ヶ浦ふれあいランド」「道

の駅たまつくり」があげられますがいずれも２割に満たない状態です。地元茨城県民では、

「北浦」「霞ヶ浦ふれあいランド」「帆引き船」は認知率３割を超えていました。 

・行方市内での名所・施設の全体での訪問経験率は、いずれも１０%未満となっています。茨

城県民でも訪問経験が２０%を超えるのは、「北浦」のみで「霞ヶ浦ふれあいランド」「道の

駅たまつくり」は２０%を下回っていました。 

（n）=調査人数、他単位% 

 

  の全体より縦列で見て    は１０Ｐ高い、     は５Ｐ高い、     は１０Ｐ低い、     は５Ｐ低い 
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〇訪問したことがある名所や施設 

 

  

（n）=調査人数、他単位% 

 

  の全体より縦列で見て    は１０Ｐ高い、     は５Ｐ高い、     は１０Ｐ低い、     は５Ｐ低い 
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〇今後行ってみたい名所や施設 

 

 

  

（n）=調査人数、他単位% 

 

  の全体より縦列で見て    は１０Ｐ高い、     は５Ｐ高い、     は１０Ｐ低い、     は５Ｐ低い 
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●鹿行地域で体験したいスポーツ・イベント 

 

 

  

・鹿行地域でのスポーツ・イベント体験への関心は全体では「そば打ち体験」が上がり、次いで

「サッカー観戦」「釣り」と続きました。 

・男性の２０～３９歳代では「釣り」が多く見られ、女性の２０～２９歳代では「そば打ち体験」

が上げられました。茨城県民で見ると「サッカー観戦」「霞ヶ浦、北浦湖畔を周遊するサイク

リング」が上げられ、霞ヶ浦りんりんロードなどサイクリングに対する関心の高さが見られ

ました。 

（n）=調査人数、他単位% 

 

  の全体より縦列で見て    は１０Ｐ高い、     は５Ｐ高い、     は１０Ｐ低い、     は５Ｐ低い 
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●鹿行地域の興味・関心のある農産物・特産品 

 

 

 

 

  

・農産物・特産品の興味関心では「鉾田メロン」に次いで「ほしいも」が上位にあがり、「紅こが

ね焼き芋」「行方産さつまいも紅こがね」などさつまいも関連を合わせ関心度は高く、特産

品としての人気が高いことが分かります。 

（n）=調査人数、他単位% 

 

  の全体より縦列で見て    は１０Ｐ高い、     は５Ｐ高い、     は１０Ｐ低い、     は５Ｐ低い 
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●行方市観光パンフレット（チラシ）提示後の関心度 

    

※掲示したチラシ  

  

・行方市の観光パンフレット（チラシ）提示後の行方市訪問意向では、全体の３５%が行ってみ

たいと回答しました。茨城県民の行方市訪問意向は４５%、首都圏でも３３%が意向を示し

ています。 

・行方市の観光チラシ７種の中で最も関心の高かったものは「ミレニアム行方マルシェ」で特

に女性の支持が高いです。次いで「観光物産館こいこいリニュアルオープン」「行方ふれあ

いまつり」と続きます。「わかさぎ釣り大会」は２０～２９歳男性の関心が高いです。 

〇行方市観光チラシを見て興味を持ったもの 

（n）=調査人数、他単位% 

 

（n）=調査人数、他単位% 

 

  の全体より縦列で見て    は１０Ｐ高い、     は５Ｐ高い、     は１０Ｐ低い、     は５Ｐ低い   の全体より縦列で見て    は１０Ｐ高い、     は５Ｐ高い、     は１０Ｐ低い、     は５Ｐ低い 
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来訪者の観光行動 

〇前提条件 

・目的：行方市への来訪者観光行動、実態の把握 

・調査手法：「混雑統計®」データによる動態データ収集 

・収集期間：２０１８年１月１日～２０１８年１２月３１日まで 

・動態観測対象：行方市に１５分以上滞在した人（行方市に在住・勤務者は除く） 

※「混雑統計®」データは、NTT ドコモが提供するアプリケーション（※1）の利用者より、許諾を得た上で送信される携帯電話の位置

情報を、NTTドコモが総体的かつ統計的に加工を行ったデータ。位置情報は最短５分毎に測位されるGPSデータ（緯度経度情報）

であり、個人を特定する情報は含まれない。 

※1. ドコモ地図ナビサービス（地図アプリ・ご当地ガイド）等の一部アプリ。 

 

 

 

〇２０１８年１月１日～２０１８年６月３０日（単位／人） 

        

順　位 居住地 来訪数（のべ） 構成比（%）

1 鉾田市 2,160 11.7%

2 鹿嶋市 1,564 8.5%

3 かすみがうら市 1,542 8.4%

4 神栖市 1,486 8.1%

5 水戸市 1,475 8.0%

6 潮来市 1,379 7.5%

7 小美玉市 1,252 6.8%

8 土浦市 1,153 6.3%

9 石岡市 1,051 5.7%

10 ひたちなか市 665 3.6%

- その他 4,715 25.6%

合計 18,442 100.0%

・年間をとおして茨城県内では鉾田市からの発地者が多くを占めています。次いで鹿嶋市、

潮来市、神栖市等鹿行地域とかすみがうら市からの発地者が多く見られます。県西地域か

らの発地者も年間をとおし見られるのに対し、県北地域からの来訪者は少ない状態でし

た。 

・都道府県別での発地者からは年間をとおして東京２３区と千葉県北部地域からの来訪が多

く見られました。 

・行方市での滞在は年間をとおして市内ゴルフ施設で多く見られました。また、なめがたファ

ーマーズヴィレッジやあそう温泉「白帆の湯」での滞在とあわせ観光物産館「こいこい」や霞

ヶ浦ふれあいランド周辺での滞在も多く見られました。 

【茨城県内発地者数】 
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〇２０１８年７月１日～２０１８年１２月３１日（単位／人） 

   

 

 

〇２０１８年１月１日～２０１８年６月３０日      〇２０１８年７月１日～２０１８年１２月３１日 

   

※千葉県香取地域：香取市、多古町、他 2 町 

※千葉県東葛飾地域：柏市、松戸市、他 4 市 

※千葉県葛南地域：船橋市、市川市、他 3 市 

※千葉県印旛地域：成田市、印西市、他 5 市 2 町 

※千葉県千葉地域：千葉市、市原市 

※千葉県海匝地域：銚子市、旭市、匝瑳市 

※埼玉県東部地域：春日部市、草加市、他 4 市 1 町 

※埼玉県県央地域：上尾市、稲川市、他 2 市 1 町  

順　位 居住地 来訪数（のべ） 構成比（%）

1 鉾田市 2,520 13.2%

2 潮来市 1,854 9.7%

3 鹿嶋市 1,673 8.8%

4 かすみがうら市 1,348 7.1%

5 水戸市 1,329 7.0%

6 神栖市 1,325 7.0%

7 土浦市 1,283 6.7%

8 小美玉市 1,182 6.2%

9 石岡市 1,112 5.8%

10 笠間市 691 3.6%

- その他 4,721 24.8%

合計 19,038 100.0%

順　位 発地都道府県 来訪数（延べ） 構成比（%）

1 23区 3,608 27.9%

2 千葉県香取地域 1,114 8.6%

3 千葉県東葛飾地域 1,045 8.1%

4 千葉県葛南地域 986 7.6%

5 千葉県印旛地域 793 6.1%

6 埼玉県東部地域 737 5.7%

7 千葉県千葉地域 662 5.1%

8 神奈川県横浜地域 345 2.7%

9 千葉県海匝地域 313 2.4%

10 23区外 312 2.4%

- その他 3,005 23.3%

合計 12,920 100.0%

順　位 発地都道府県 来訪数（のべ） 構成比

1 23区 3,074 23.9%

2 千葉県東葛飾地域 1,189 9.2%

3 千葉県香取地域 1,175 9.1%

4 千葉県葛南地域 1,145 8.9%

5 千葉県印旛地域 920 7.1%

6 千葉県千葉地域 680 5.3%

7 埼玉県東部地域 655 5.1%

8 神奈川県横浜地域 392 3.0%

9 23区外 359 2.8%

10 埼玉県県央地域 353 2.7%

- その他 2,938 22.8%

合計 12,880 100.0%

【都道府県発地者数】 

（単位／人） 
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〇２０１８年１月１日～２０１８年６月３０日

 

  

【市内滞在者数】 
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〇２０１８年７月１日～２０１８年１２月３１日 
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市内の観光に携わる団体、事業者ヒアリング 

〇前提条件 

・調査目的：行方市観光に関わる取り組みの現状、課題、今後の方向性等の把握 

・調査手法：郵送、現地訪問等によるヒアリング調査 

・調査対象者：市内の観光に携わる団体、事業関係者５団体 

 

●課題と方向性の共有 

1 行方ならではの観光資源の掘り起こし 

・湖（霞ヶ浦と北浦）の観光施設整備とアクティビティの充実 

・農業体験、里山体験など多様な農業イベントを誘客の最大の資源として活用 

・なめがた（行方）とリンクする特産品、名物の開発（干し芋、焼き芋、生鮮野菜など） 

 

2 地元特産品直売所及び食・宿の充実 

・観光客視点に合わせた特産品直売所のリニューアル 

・地元食材を使ったレストラン、食堂の設置 

・民泊なども含めた、観光客に向けた宿泊施設の開設 

 

3 情報発信の更なる推進 

・首都圏顧客（優先ターゲット）に向けた効果的な PR 活動の実施 

・インバウンド需要に向けたＳＮＳの積極的活用（地域情報の発信） 

 

4 地元（市民）と連携した地域活性 

・地元生産者、消費者との地域活性の協働 

・地元雇用の促進 

 

5 地域との連携、広域観光の促進 

・観光誘客のための広域ＤＭＯの実施 

・近隣地域と協働した特産品開発と販路開拓（競合させない） 
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●団体・事業者ヒアリング要約 

 テーマ 現 状 課 題 

行
方
市
、
鹿
行
地
域
の
観
光
資
源
に
つ
い
て 

観光客数の推移 ・行方市自体観光客があまり来ない印象。 

・観光客数は、北関東（茨城）の優先順位は高く

なく、宿泊施設（温泉含む）が少ない鹿行地域

は影響を受けやすい。 

・ツーリングやバイクの人が通過するが、泊まる

まらない。 

 

・観光施設の整備（宿泊施

設等） 

・ロードサイドの観光イン

フラ充実 

観光客の特徴 ・行方市に限れば、なめがたファーマーズヴィレ

ッジ（以下なめがたＦＶ）以外に県外の人が来訪

するケースが少ない。 

・なめがたＦＶに関しては、ＴＶで取り上げられ見

た人が訪問。 

 

・行方市の観光資源の掘

り起こし 

・県外顧客、個人旅行者の

開拓 

旅行形態、 

来訪場所の変化 

・法人の場合慰安旅行が多いが、茨城の宿泊の

場合は、袋田、大洗が検討され、その後潮来が

検討される。 

・霞ヶ浦でもうちょっと遊べるところが望まれ

る。現状では夕日がキレイとしか言えない。 

 

・宿泊施設の整備と情報

発信 

・アクティビティも含めた

霞ヶ浦観光の開発 

交通手段・ 

交通ルート 

・車がほとんど。土日や鹿島アントラーズの試合

の後は、道路が渋滞する。 

・なめがたＦＶはバスツアーで来訪される方も多

い。 

 

・アクセスインフラと立寄

り施設の整備 

・バス会社と企画コラボ

（ツアープランにエリアの

観光地を組み込む） 

 

インバウンド 

需要について 

・まだインバウンドの観光客は少ない。引っかか

るものがない。 

・湖のアクティビティや周りに食べるところ、泊

まるところを作るべき。 

・国が招聘する海外農業視察団がなめがたＦＶ

の視察に訪問。 

・アントラーズホームタウンＤＭＯがスポーツ国

際交流を開始。 

 

・インバウンド向けのイベ

ントを企画 

・空港等でのＰＲ 

・ＳＮＳでの情報発信 
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 テーマ 現 状 課 題 

行
方
市
、
鹿
行
地
域
の
観
光
資
源
に
つ
い
て 

注目している 

コンテンツ 

・行方の一番の資源は農業と何もないところ。 

・自然がありのんびりしているところ。 

・湖（霞ヶ浦と北浦）でもっと遊べると良い。 

・農産物ではやっぱりお芋。 

・食べ物（フルーツトマトやいちご）が美味しい。 

 

・芋ほり、いちご狩りなど

農業体験機会のさらな

る整備 

・湖（霞ヶ浦、北浦）の観光

施設、アクティビティの

整備（キャンプ、グランピ

ング施設等） 

・行方の自然 

 

観光スポット、施

設、景観 

・西蓮寺のイチョウ、潮来のあやめ。 ・エリア内の各観光地の認

知拡大 

・観光の核になる拠点の

再生 

 

なめがたＦＶに

ついて 

・現在２７万人が来訪。毎年１２０%位で伸び続

けている。 

・県内６割、県外４割で、県外では千葉>東京>

埼玉>神奈川の順。日帰りが多く、食事、見学、

農業体験など様々。泊まりたいという要望に

応え、グランピングエリアも増設。全６室が繁忙

期は満室になる。 

・土日祝日休み期間は家族連れ、平日は視察や

ツアーバスの団体が多い。グランピングができ

てアッパー層が増え、一泊女子会などに人気。 

・アントラーズ選手も来訪し芋ほりする取組みも

あり、ファンが観戦帰りに渋滞を避けて来訪し

たりする。 

 

・県外の潜在顧客の掘り

起こし 

・宿泊個人客の開拓 

・サービスの拡充 

・地域の観光資源との共

創 

イベント、 

お祭り、 

スポーツ 

・ＪＡなめがたしおさい（以下ＪＡなめがた）でも

いちご狩りや芋ほりなど農業体験イベントを実

施。少しずつ参加人数が増えリピーターも出て

きている。 

 

・農業体験、農家宿泊など

差別性のあるイベントに

特化（来訪する動機創

出） 
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 テーマ 現 状 課 題 

行
方
市
、
鹿
行
地
域
の
観
光
資
源
に
つ
い
て 

農産物、 

食について 

・甘藷の有名な産地となり、日本一の賞を獲得

しているので、ここ２年位は当地の特産品に繋

がるような取組をしている。 

・「干し芋」は、行方の特産品として最大の地域

資源 

・農産物は６０～７０品目あり、エシャレットや青

梗菜、水菜など日本有数の生産量で、味や質に

こだわりがあるのがここの産地の特徴。 

・東京に近いので、今は生鮮がそのまま売れる。 

・レシピコンテストでエシャレットの醤油とごま油

和えが一位になった。 

・食べるところはチェーン店ばかりで、地元の食

材を食べられるところが少ない。 

 

・特産品の知名度が低い

（行方とリンクしていな

い、行方が読めない） 

・食（グルメ）の名物開発 

・地元食材を食べられるレ

ストラン、食堂の設置 

物販 ・ＪＡなめがたでは楽郷という農産物直売所を運

営、野菜は売れている。顧客は観光客というよ

り地元客。 

・ＪＡなめがたでは旬に合わせて定期的に野菜ボ

ックス（１０品目の野菜セット）をネットで販売、

首都圏の顧客を中心に人気になっている。 

 

・直売所の強化が遅れて

いる（観光客の目に留ま

らない） 

・Ｗｅｂなどで特産品情報

発信、多様な販路の開拓

（ふるさと納税なども有

効活用） 

行
方
市
の
観
光
振
興
に
関
わ
る
取
組
み 

情報発信 ・アントラーズホームタウンＤＭＯ以外で観光プ

ロモーションを行っているイメージが湧かな

い。 

・顧客の特性、ニーズを鑑みた情報発信ができ

ていない。 

・郵便局のネット、カタログ販売、ふるさと納税

などに干し芋、生芋を入れる。 

・ＪＡバンクのＣＭに、行方の焼き芋農業が採用。 

・都心から近いというところが最大のメリット。

この距離感で、これだけ自然と食べ物が美味し

いことを、首都圏の消費者にアピールできてい

ない。 

 

・ターゲットに直接アプロ

ーチできる媒体、販売チ

ャネルを有効活用する 

・ＳＮＳなどでインスタ映え

する美しい景観を積極的

にアップしＰＲする 

・行方の農産物の首都圏

での認知を高める 

・首都圏でＰＲを拡大する 
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 テーマ 現 状 課 題 

行
方
市
の
観
光
振
興
に
関
わ
る
取
組
み 

ＪＡなめがた ・ＪＡなめがたでは当初からなめがたＦＶの設立

に関わり、芋を加工してなめがたＦＶで売ると

いう６次化の流れができた。 

・一方で直売所の強化が進んでいない。今は観

光客向けというより、地元客向け。 

・最近２年位、産地として有名になった甘藷の加

工品である干し芋を開発し、相乗効果を狙い、

ふるさと納税やネット販売にアップしている。 

・行方市は、泉佐野市とタイアップして、関西で

は食べる文化がない干し芋を当市のサイトで

もＰＲし、買えるようにしている。 

・ＪＡなめがたでは旬に合わせて定期的に野菜ボ

ックス（１０品目の野菜セット）をネットで販売、

首都圏の顧客を中心に人気になっている。 

・販路は全国にあり、もともと取引があったスー

パーやコープなら北海道から九州まで、また郵

便局のカタログ販売、ネット販売の企画物など

に載せている。 

・セブンイレブンとタイアップして行方のわさび

菜を使ったおにぎりを売っている。 

・スーパーと一緒に、抽選で農業体験ツアーに参

加できるイベントやいちご狩りなども実施して

いる。 

・茨城県としてＰＲできるものを一緒に作りませ

んかと働きかけ、賛同してくれる県内の農協と

共同開発（例えばレンコンを使った商品）の協

議を始めた。 

・農産物、特産品開発との

ＰＲ、販売チャネルの開拓 

行
方
市
の
観
光
振
興
に
関
わ
る
取
組
み 

農家レストラン ・昨年３月農家レストランを開設、週４日、１日１

組の顧客にランチを提供。 

・客層は首都圏を中心に遠くは長野や山梨から

来訪。友達同志、女性が多い。 

・もともと「紅」という女性の団体で、行方市の

農産物をＰＲする活動をしており、地元の新鮮

な食材を使って作る美味しい料理を多くの人

に伝えたいと思っていた。 

・顧客に農家飯を基本に旬の野菜をたっぷり使

った食事提供、行方の農産物販売に繋がれば

と思い、農家飯のレシピを教え、行方市の観光

案内も行っている。 

・県外客には茨城の田舎料理を、また年代によ

っても提供する食材を変えている。 

・行方の食の魅力づくりと

ＰＲに取り組む 
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 テーマ 現 状 課 題 

行
方
市
の
観
光
振
興
に
関
わ
る
取
組
み 

なめがたＦＶ ・なめがたＦＶは２０１５年体験型農業テーマパー

クとして開設。過疎化の象徴であった廃校をも

う一度子供が集まるテーマパークを作ること

によって、物づくりだけでなくそこでの体験を

全国に発信していこうという想いで作った。 

・農業体験は、なめがたＦＶのおいも株オーナー

制度（おいもの株を買い一緒に植え付けとい

も堀をする）をベースにスタート。ＪＡなめがた

の協力もあり、現在は春で３００人、秋の芋掘

りに５００人東京から参加する大きなイベント

になっている。 

・体験型農業テーマパークとしての差別性・オリ

ジナリティ、物づくりの聖地、6 次化、農園も工

場もあるし販売もする。 

・物販では芋の強化はもちろんだが、掘るもの

は楽しい体験になるので結構ハードだがレン

コン掘り体験にもトライしている。 

・販路は首都圏のデパートや駅ナカ売店などに

もある。全国のらぽっぽで実施したいちごのイ

ベントは、なめがたＦＶの集客に大きく貢献し

た。 

・去年から鹿行ＤＭＯが立ち上がり（理事）、地域

DMO 目線でアントラーズの試合にくっつけた

り、なめがたＦＶを西蓮寺の観光や霞ヶ浦の花

火を組み込んだりしている。 

・行方は、都心から近いというところが最大のメ

リット。茨城空港、成田空港も近く、東京からの

バスは水郷潮来バスターミナルから１０分に１

本でている。この距離感で、これだけ自然と食

べ物が残っているのは大きな観光資源であ

る。まだまだして欲しい体験はゴロゴロあるの

で、地域の人と連携してブランド化していけば

すごく人を集められる。 

 

・なめがたＦＶを核に、地

域全体の観光誘客、活性

化に取り組む 
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 テーマ 現 状 課 題 

行
方
市
の
観
光
振
興
に
関
わ
る
取
組
み 

JTB ・本年度北関東キャンペーンの年でセ－ルス担

当者の意識が高まり、例年と比べ観光客数が

伸びた。 

・鹿行地域ではアントラーズホームタウンＤＭＯ

が主体となりプロモーションを実施している

が、サッカーという特定マーケットに限られ、地

域全体の底上げに繋がらない。今後の地域全

体に対する取組みの発展に期待。 

・宿泊施設を含む周辺の観光インフラが脆弱な

ため、旅行者の回遊が難しい。 

・行方市にはなめがたＦＶという魅力的な農業テ

ーマパークがあるので、ここを拠点に宿泊施

設、温浴施設等を含めた複合的な開発を伴っ

た誘客、回遊施策を展開する方が有効。 

・顧客のニーズを鑑みた観光インフラを前提に、

いかにターゲットに直接アプローチできる媒

体、販売チャネルを有効活用出来るかを検討

する必要がある。 

・「日本の旬」と称し、地域振興、誘客を目的とし

たディステネーションキャンペーンを半年ごと

にエリアを変えて展開。これにより、旅行市場

の活性化、新規顧客の開拓、当該地域誘客に

よる経済効果創出を図る。 

・積極的なプロモーション、集中的な販売を行う

ことにより、一定の成果は出ている。 

 

・観光プロモ－ションを積

極的に行っているイメー

ジが希薄 
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観光行動調査 

〇前提条件 

・調査概要：他市在住者に事前に詳細なオリエンテーションをせずに終日グループ単位で現地

を観光してもらう。当日は『なめがたファーマーズヴィレッジ』及びその他市内施設 1 箇所立

ち寄りを必須とした。事前の現地情報のリサーチや当日の行動・評価に関して、アンケートに

回答してもらった。 

・対象条件：により対象者をリクルート。対象者条件は特に設定していない。 

・調査期間：２０１８年１０月～１２月 

・回収サンプル数：訪問前３３サンプル 訪問後３３サンプル（グループ数：１３グループ） 

※図表上の「n」は調査者数を表しています。 
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●行方市来訪・居住経験 

 

 

行方市についてのイメージ  ※一部抜粋 

行ったことがある ・空気が気持ちいい。[男性２０代後半] 

・自然が豊かで気持ちの良い風が通り抜けることは知っていますが、どこかへ出

向く際の通り道というのが正直な印象です。[男性３０代前半] 

・霞ケ浦と北浦に挟まれたエリア。ゴルフ場がある。[男性５０代前半] 

 

住んだことがある ・霞ヶ浦と北浦と間にある市で農地が広がっているイメージ[男性６０代前半] 

 

行ったことも， 

住んだこともない 

・行方市には行ったことがありませんが魚が美味しいと聞いた事があります。

[女性７０歳以上] 

・今回の話を聞くまで知らなかった。[女性６０代前半] 

・初めて聞いた地名で、茨城県なので海が見えたり野菜が美味しいのかな。と言

うイメージ。[女性３０代後半] 

・確か、鹿島アントラーズと縁のある町。[男性７０歳以上] 

・鹿嶋の手前で、印象薄い[男性５０代後半] 

・霞ヶ浦に面した農村地帯で、あまり高い山はなく、観光のポイントとしてはなに

も浮かばない。 

「なめかた」か「なめがた」かも読めないし、どちらが正しいのかもわからない。

[男性７０歳以上] 

・特にありませんが、しいてあげれば、長閑なイメージがあります。[男性50代後

半] 

 

※調査概要は巻末資料に掲載  

・調査協力者のうち「行ったことも、住んだこともない」が６割を占めました。 

n=33 (%)

行ったことがある
30.3 

住んだことがある
6.1 

行ったことも，
住んだこともない

63.6 

行方市への来訪・居住経験



29 

 

●行方市観光への期待度（訪問前） 

 

 

●食事の予定（訪問前） 

 

 

・行方市観光への期待度は「期待している＋ある程度期待している」が８割を占めているも

のの、TOP BOX（期待している）は 6％に留まり、行方市観光への高い期待感は見られま

せんでした。 

・訪問前の食事の予定は、「美明豚料理（生姜焼き、焼肉、餃子など）」が最も多く、半数以上

でした。次いで「川魚料理」「行方バーガー」が３割程度となりました。 

n=33 (%)期待
している

6.1 

ある程度
期待している

69.7 

あまり
期待していない

21.2 

わからない
3.0 

行方市観光への期待

訪問前に考えている食事の予定
n=33

(%)

美
明
豚
料
理

(

生
姜
焼

き
、
焼
き
肉
、
餃
子
な

ど

)

川
魚
料
理

(

な
ま
ず
、

鯉
、
う
な
ぎ
な
ど

)

行
方
バ
ー
ガ
ー

和
食

(

川
魚
、
美
明
豚
以

外

)

中
華

(

川
魚
、
美
明
豚
以

外

)

洋
食

(

川
魚
、
美
明
豚
以

外

)

そ
の
他

特
に
考
え
て
い
な
い

54.5 

30.3 30.3 

9.1 
3.0 0.0 

9.1 
21.2 

0

20

40

60

80

100
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●行方市訪問前の情報収集 

  

・訪問前の情報収集で最も多いのは、「行方市の場所や行き方などを調べた産品などを調べ

た」で６割となりました。次いで、「現地での見どころや名産品などを調べた」が５割ありま

した。主な情報収集手段はインターネットがほとんどで、中でも市の公式サイトが参考にさ

れている様子です。その要因の一つには、インターネット上に、市の公式サイト以外の行方

情報が少ない可能性も考えられます。 

行方市訪問前の情報収集
n=33

(%)

行
方
市
の
場
所
や

行
き
方
な
ど
を
調
べ
た

現
地
で
の
見
ど
こ
ろ
や

名
産
品
な
ど
を
調
べ
た

ご
当
地
な
ら
で
は
の
料
理

が
食
べ
ら
れ
る
店
を
探
し

た そ
の
他

何
も
調
べ
て
い
な
い

63.6 

48.5 

15.2 
9.1 

18.2 

0

20

40

60

80

100

≪主な情報収集源≫ 

■インターネットサイト 

・観光なめがたや、行方市の HP …5 名 

・じゃらん …2 名 

・ぐるなび …2 名 

・google map …2 名 

・なめがたファーマーズヴィレッジ …2 名 

・その他（各１名） …行方市観光協会サイト、食べロ

グ、 

楽天トラベル、行方サイクリングマップ 

 

■インターネット以外 

・まっぷる茨城 …2 名 

・その他（各１名） …東京銀座にある茨城県のアンテ

ナショップ、知人から送っていただいた観光のちらし

（帆かけ船の体験など）、ＮＨＫの「こころ旅」の行方市

の回視聴など 

 

■その他公式サイト 

・行方市の HP …2 名 

・行方市観光協会 …2 名 

・まとめサイト …2 名 
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●行方市までの交通手段 

 

 

●行方市内の移動手段 

 

 

・行方市までの交通手段は、８割が「自家用車」でした。 

・行方市内の移動手段については、９割が「自動車」で、公共交通機関での観光の難しさがう

かがえます。 

行方市までの交通手段
n=33

(%)

自
家
用
車

レ
ン
タ
カ
ー

公
共
交
通
機
関

(
鉄
道
＋
バ

ス

)

タ
ク
シ
ー

公
共
交
通
機
関

(

バ
ス

)

バ
イ
ク

そ
の
他

84.8 

6.1 6.1 3.0 3.0 0.0 0.0 
0

20

40

60

80

100

市内での交通手段
n=33

(%)

自
動
車

バ
ス

徒
歩

タ
ク
シ
ー

自
転
車

バ
イ
ク

そ
の
他

90.9 

9.1 9.1 
0.0 0.0 0.0 0.0 

0

20

40

60

80

100
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●昼食を食べた店と選定理由 

 

・昼食を食べた店として、最も多かったのはなめがたファーマーズヴィレッジ内の「Farm to 

the Table」で４割。次で、「さぬきうどん天霧」、「味の藤屋」、「松月」、「魚文」とつづきます。 

 お店の選定理由として、最も多かったのは、「行きやすい場所にあったから」で半数以上に

のぼり、「手軽に郷土料理が味わえると思ったから」、「本格的な郷土料理が味わえると思

ったから」は１割未満にとどまりました。 

・訪問前には美明豚料理や川魚料理を検討している人が多かったにも関わらず、結果的には

アクセスが重視されている様子が見られます。 

昼食を食べたお店
n=33

(%)

F
a
r
m
 
t
o

t
h
e
 
T
a
b
l
e

さ
ぬ
き
う
ど
ん
天
霧

味
の
藤
屋

松
月

魚
文

ト
ム
ソ
ー
ヤ

福
田
屋

か
す
み
食
堂

36.4 

18.2 
12.1 9.1 9.1 6.1 6.1 3.0 

0

20

40

60

昼食を食べたお店を決めた理由
n=33

(%)

行
き
や
す
い
場
所
に
あ
っ

た
か
ら

食
べ
て
み
た
い

料
理
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
っ
た

店
の
雰
囲
気
・
居
心
地
が

よ
さ
そ
う
だ
っ
た
か
ら

情
報
収
集
し
た
結
果
，

よ
さ
そ
う
だ
っ
た
か
ら

手
軽
に
郷
土
料
理
が

味
わ
え
る
と
思
っ
た
か
ら

値
段
が
手
ご
ろ
だ
っ
た
か

ら 口
コ
ミ
や
人
の
勧
め
が

あ
っ
た
か
ら

本
格
的
な
郷
土
料
理
が

味
わ
え
る
と
思
っ
た
か
ら

そ
の
他

51.5 
45.5 

39.4 
27.3 

9.1 9.1 6.1 3.0 

24.2 

0

20

40

60

80

100
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●昼食時に食べたメニュー 

 

 

●食事後の行方市の印象変化の有無 

 

・昼食時に食べたメニューで最も多かったのは、「洋食」。なめがたファーマーズヴィレッジ内

の「Farm to the Table」利用者が多かったためと推察されます。ついで、「美明豚料理」

「和食」が３割となり、「川魚料理」は 1 割未満でした。 

・昼食時の料理の感想からは、洋食を食べた方からは、料理そのものには満足されているも

のの、行方市ならではの料理を味わえたという感想は見られませんでした。和食を食べた

方は、茨城県産のそば粉が使われているそばを選んだ方が一部みられたものの、満足度は

低い様子でした。 

・昼食後、行方市への印象が「良くなった（非常に良くなった＋良くなった）」方は、８割。なめ

がたファーマーズヴィレッジの地元野菜や見慣れない野菜に関するコメントが散見されま

した。 

昼食時に食べたメニュー
n=33

(%)

洋
食

(

川
魚
、
美
明
豚
以
外

)

美
明
豚
料
理
（
生
姜
焼
き
、

焼
き
肉
、
餃
子
な
ど
）

和
食

(

川
魚
、
美
明
豚
以
外

)

川
魚
料
理

(

な
ま
ず
、

鯉
、
う
な
ぎ
な
ど

)

行
方
バ
ー
ガ
ー

中
華

(

川
魚
、
美
明
豚
以
外

)

そ
の
他

42.4 

30.3 27.3 

9.1 

0.0 0.0 3.0 

0

20

40

60

n=33 (%)非常に
良くなった

6.1 

良くなった
69.7 

変わらない
21.2 

わからない
3.0 

食事をして、行方市の印象が変化したか
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●行方市で購入した土産 

 

 

●行方市以外で購入した土産 

 

  

・ほぼ全員が土産を購入しており、購入額は「１,０００円～２,０００円未満」が最も多く４割。最

も購入された土産は、「なめがたファーマーズヴィレッジで販売している商品」で７割の方

が購入しています。 

・行方市以外での土産は「何も購入していない」が最も多く、８割となりました。 

n=33
(%)

1,000円未満
9.1 

1,000円～
2,000円未満

39.4 
2,000円～

3,000円未満
27.3 

3,000円～
4,000円未満

9.1 

4,000円～
5,000円未満

9.1 

5,000円～
10,000円

3.0 

何も購入していない
3.0 

行方土産購入金額

n=33 (%)

1,000円未満
3.0 

1,000円～
2,000円未満

3.0 
2,000円～

3,000円未満
9.1 3,000円～

4,000円未満
6.1 

何も購入していない
78.8 

行方以外での土産購入金額
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●行方市について参考にした情報（訪問後） 

 

 

●行方市について参考にしたインターネットサイト（訪問後） 

 

・参考にした情報トップ３は、「行方市や観光協会の公式サイト」「公式サイト以外のインターネ

ットサイト」「行方ガイドマップ」。最も参考にされている情報は「ガイドマップ」、次いで「行

方市や観光協会の公式サイト」となりました。 

・行方市について参考にしたインターネットサイトを自由回答で聴取し、行方市や観光協会の

公式サイト以外はグルメサイト「食べログ」、観光情報サイト「じゃらん」「トリップアドバイザ

ー」が情報源となっていました。 

行方市について参考にした情報
n=33

(%)

行
方
市
や
観
光
協
会
の

公
式
サ
イ
ト

行
方
市
や
観
光
協
会
の
公
式

サ
イ
ト
以
外
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

当
地
を
紹
介
し
て
い
る
サ
イ
ト

行
方
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

テ
レ
ビ
番
組

知
人
、
家
族

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
上
で
の

投
稿
や
書
き
込
み

現
地
の
観
光
案
内
所

（
観
光
物
産
館
こ
い
こ
い
」
）

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
用
の
動
画

市
役
所
や
観
光
協
会
に
連
絡
し
て

そ
の
他

参
考
に
し
た
情
報
は
な
い

69.7 

42.4 
36.4 

9.1 9.1 
3.0 3.0 0.0 0.0 

18.2 
9.1 33.3 

16.7 

36.7 

13.3 0

20

40

60

80

100 参考にした情報(n=33) 最も参考にした情報(n=30)

≪参考にしたインターネットサイト≫ 

■グルメサイト 

・食べログ …3 名 

 

■観光情報サイト 

・じゃらん …4 名   ・トリップアドバイザー …2 名 

 

■公式サイト 

・行方市の HP …2 名   ・行方市観光協会 …2 名   ・まとめサイト …2 名 
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●行方市について投稿した SNS（訪問後） 

 

 

●行方市にもう一度訪れたいと思うか 

 

・調査協力者のうち、行方市についてＳＮＳに投稿したのは 1 人のみでした。 

・再訪意向は、「行きたい（ぜひ行きたい＋行きたい）」が 6 割ではあるが、TOP BOX（ぜひ

行きたい）は１割に留まり、高いスコアとは言い難い結果となりました。行きたいと回答し

た方からは、『なめがたファーマーズヴィレッジが楽しかった』という声や、『北浦・霞ヶ浦の

風景が美しい』との声があがった一方、行きたいとは思わない理由は、『目玉となる観光地

がない』『車でないと移動が大変』という声が挙がりました。 

行方市について投稿したSNS
n=33 (%)

F
a
c
e
b
o
o
k

T
w
i
t
t
e
r

L
I
N
E

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

ブ
ロ
グ

個
人
で
運
営
し
て
い
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●行方市観光行動調査のまとめ 

 

・本調査協力者は５０歳以上が７割を占めている。 

・行方市訪問前にアクセス情報だけでなく、現地での見所や名産品などの情報収集がされてい

る。参考にされている情報源は、「観光なめがた」や観光協会等の自治体運営のインターネッ

トサイト、じゃらん、トリップアドバイザー、ぐるなび、食べログなどのインターネットサイトが中

心。一部の方はパンフレット も参考にしている様子。ただ、パンフレットを参考にして訪れた

飲食店で、目的だったメニューが無かったという体験をしており、パンフレットの情報が更新

されていない様子。 

・当日は、最初に「なめがたファーマーズヴィレッジ」を訪問し、午前中は「なめがたファーマー

ズヴィレッジ」に滞在、移動して別の店で昼食後、それぞれ事前に調べた場所を観光というル

ートを辿っている。調査協力者が自主的に立ち寄った主なスポットは、「道の駅たまつくり 

観光物産館こいこい」「西蓮寺」「霞ヶ浦ふれあいランド」「天王崎公園」だった。「西蓮寺」は大

銀杏を目的として訪問されている。 

・交通手段については、調査対象者のほとんどが自動車を利用しており、自動車以外の公共交

通の利用は当初から想定されていないようである。車以外での移動の難易度は高く、マイカ

ー非所有者には高いハードルになると考えられる。 

・食事については、リーズナブルな価格帯で、洋食・美明豚料理・和食と選択することバリエー

ションはあり、評価も低くないが、いずれも行方市でしか食べられない要素が感じられないと

のコメントが見られた。 

・自主的に立ち寄ったスポットについての評価は、ポジティブな評価（大変よい＋よい）は５割

にとどまる。調査協力者全員が訪問した「なめがたファーマーズヴィレッジ」では、８割がポジ

ティブな評価となった。「なめがたファーマーズヴィレッジ」内のレストランも評価され、行方

市への印象アップに寄与している様子がうかがえた。 

・しかし、「なめがたファーマーズヴィレッジ」以外の観光スポットの満足度がやや低く、最も満

足度が高いと思われる「なめがたファーマーズヴィレッジ」に対しても、観光のメインとなり得

るコンテンツではないと厳しい声も見られ、行方観光における目玉コンテンツが不足してい

ることは否めない。 

・再訪意向は、「ぜひ行きたい」が１割、「行きたい」が５割という結果ではあるが、自由回答をみ

ると、『機会があれば行きたい』『他に行ってみたい施設があれば行きたい』『移動手段に困る』

などど、具体的な再訪イメージはなく、“「行きたいとは思わない」ほどではない”程度の気持

ちであることが推察される。 

  



38 

 

４ 行方市の観光振興の課題 

 

行方市観光の現状及び現状の観光計画の取組み状況を踏まえ、行方市の観光振興の課題は以

下の通りまとめられます。 

 

・農業、自然、歴史に根ざした地域の魅力発信の強化 

「行方市産業・観光振興計画」「総合戦略書」にあるように、行方市の地域資源を改めて発信して

いく必要があります。霞ヶ浦を有している自然環境や産出実績の強い農産水産業、地元文化とし

ての歴史資産を中心に再構築し観光プランに変えていくコーディネートに努める必要があります。 

 

 

・周辺地域と協働した周遊型観光の開発促進 

鹿行地域や行方市近隣市町村との協働を図り、面で捉えた観光資源の掘り起こしとそれらを周

遊できるコンテンツの開発を多面的に進める必要があります。国内の人口減少、特に生産年齢人

口（１５～６５歳）が減少することにより、国内旅行需要の縮小が懸念されることから、市町村を跨

いだ新たな観光需要の創出や、増加する高齢者への対応を進める必要があります。 

 

 

・訪日外国人観光客の心に響く観光資源の企画、開発促進 

平成３２年（２０２０年）の東京オリンピック・パラリンピック開催を控え、日本国内への飛躍的な

増加が見込まれる訪日外国人への誘客を強化するため、行方市の観光資源の企画開発や、多面

的媒体での情報発信、外国人観光客受入体制の整備を進める必要があります。 

 

 

・地域資源への接触向上とリピート誘客の促進 

地域資源の掘り起こしによる再発見から利活用できるプランへの熟成に加え、情報発信による

行方市への接触数を増やし、体験後に再度来たくなるようなプラン企画、資源開発を整備する必

要があります。 
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第三章：観光振興の基本方針 

 

1. 基本方針 

平成２８年度（２０１６年）に作成された「行方市総合戦略書」では、３つの基本理念『「継続」から

「変革」へ』『みんなが主役のまちづくり』『身の丈に合った市政運営』などを基本理念として定めて

おり、行方市の将来像として『「行方ならではの価値」の共有 ～笑顔で住み続けたいまち、行方～』

が求められています。 

また、総合戦略書では理念をもとに５つの重点プロジェクトを構成しており、観光に関するもの

では『歴史を生かした観光で「行方再発見」をする！』と記されていることから地域資源としての

歴史をはじめ、行方市の魅力や資源を再発見していくこと、交通インフラ整備による広域交通ネッ

トワークを活用しての人・物・情報の活性化を目指しています。 

日本国内で見ると平成３２年（２０２０年）の東京オリンピック・パラリンピック開催を控え、訪日

外国人観光客への誘客・対応環境整備促進を図っており、国内での観光振興から地域活性化に積

極的に取組んでいることが見られます。茨城県でも観光振興計画内にて訪日外国人観光客の増

加に伴う受入体制の整備について情報発信や海外旅行業者等に対する旅行商品造成の働きかけ、

外国人観光客受入体制の整備を進める必要があるとしています。 

行方市観光の魅力を広く体感してもらうため、繰り返し訪れたくなる観光資源の再発見や開発

を行い情報発信とあわせ「知って」「来て」「体験」してもらい、繰り返し訪れたくなる行方市を目指

す必要があります。 

 

前記の観光振興課題等を踏まえて、行方市の観光資源を周辺地域との協働を含め再発見し、

広く知ってもらうことと、また訪れたくなる行方市ならではの観光を目指し、当市の観光振興計

画の方針を以下のように位置付けます。 

 

 

※『いくたび』には「行く旅」と「幾度」の両方の意味を持たせ、何度も訪れて旅をしたくなる行方市を表しています。 

 

  

繰り返し訪れたくなる地域の魅力を創出する『いくたびの行方』 
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2. 基本方針と重点取組事項 

行方市観光の課題を踏まえて、基本方針を具現化するために、下記重点取組およびアクション

プランを設定します。なお、アクションプランは現時点の想定であり、状況変化や行方シティープ

ロモーション指針との調整に応じてアクションプランを適宜見直すこととします。 

 

＜重点取組事項＞ 

（１） 農業、自然、歴史に根ざした地域の魅力創造【地域資源】 

（２） 周辺地域と協働した周遊型観光アピール【広域連携】  

（３） 訪日外国人観光客の心に響く観光資源の企画・開発【インバウンド】 

※行方市シティープロモーション指針と連携。 

 

3. 重点取組事項とアクションプラン 

農業、自然、歴史に根ざした地域の魅力創造【地域資源】 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン 

・景観、自然観察など観光資源の発見 

・歴史、文化資源を活用した観光の開発と発信 

・観光資源の再発見、活用 

・地域資源体験プランの開発（農業体験、霞ヶ浦・北浦での釣り等） 

・体験型ツアーの開発 

・土産品、特産品と食（ご当地グルメ等）の開発と魅力発信（さつまいもに特化等） 

・霞ヶ浦、北浦の環境整備と水辺の活用 

・市内のまつりを柱とした地域文化の違い体験 

・千年村認証制度（※）の利活用による地元歴史資源の発信 

 

※『千年村』とは、千年以上にわたり、自然的社会的災害・変化を乗り越えて、生産と生活が持続的に営まれてきた集

落・地域をさす。千年村プロジェクトは、全国の『千年村』の収集、調査、公開、認証、交流のためのプラットフォームとし

て構想。２０１１年に発生した東日本大震災後に、優れた生存立地を発見しその特性を見出す必要性を感じたことが発

端。関東と関西に研究拠点を持ち、環境・地域経営・交通・集落構造という４つの場所の要素を重要視し、それらに関す

る諸分野の研究者・実務者らによって運営。このプロジェクトによって認定されるのが『千年村認証制度』。  
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周辺地域と協働した周遊型観光アピール【広域連携】 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン 

・空港利用客への観光促進（茨城空港、成田空港など） 

・アントラーズホームタウンＤＭＯ（※１）との地域連携 

・霞ヶ浦周辺地域と帆引き船運航とつくば霞ヶ浦りんりんロードの利活用 

・鹿行地域、茨城空港周辺を含めた地域との観光連携 

・広域交通ネットワークを活用した地場産業の活性化 

・市内ゴルフ場との協働による利活用促進 

・鹿行地域と連携したスポーツツーリズムの整備 

・観光交流拠点強化 

・鹿行地域共同の観光情報発信 

・水産資源を活用した体験ツアーの開発 

 

 

訪日外国人観光客の心に響く観光資源の企画・開発【インバウンド】 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン 

・インスタ映えなど拡散を図れる景観の掘り起こし 

・地域特性を含め農業での取組みと美味しさの体験 

・地域資源を元にエンターテイメント性のある歴史的話題の発信 

・ストーリー性のあるプロモーションの推進 

・案内の多言語対応、電子決済等のインフラ構築 

・海外の自転車ファンへのアプローチ、ダイヤモンドルート（※２）の利活用 

 

※１：ＤＭＯとは地域にある観光資源に精通し、地域と協同して観光地域作りを行う法人。 

※２：ダイヤモンドルートは歴史、文化、大自然、食、アウトドアなど優れた地域資源に溢れている福島県、栃木県、茨城

県を結ぶルート。 
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〇観光振興計画の基本方針と取組み 
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４ 計画の目標値 

本計画における目標は重点取組事項の取組みを中心とし以下のとおり設定します。なお目標に

ついては、進捗状況を踏まえ、上位計画の行方市シティープロモーション指針等に合わせて、見直

すことがあります。 

 

指 標 現状（平成 29 年度） 目標（平成 35 年度（２０２３年）） 

 

入込客数 

 

 

629,649 人 ※1 

 

1,000,000 人 

 

認知度順位 

 

 

846 位 ※2 

 

750 位 

 

観光協会のホームページ 

年間訪問数 

 

 

 

 26,791 アクセス ※3 

 

 

130,000 アクセス 

※1：行方市主要観光施設入込客数（平成２９年観光客動態調査報告） 

※2：ブランド総合研究所（地域ブランド調査２０１７） 

※3：平成２９年度４月～３月末までのアクセス数（アクセス数は例えば同一の人が５回閲覧すると５回とカウントされます） 
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巻末資料 

 

1. 行方市観光振興計画策定委員 

No.  氏 名 職業・所属 

1 委 員 長 武 内 康 彦 行方市副市長 

2 副委員長 茂 木 裕 一 行方市商工会青年部長 

3 委  員 會 田 春 美 JA なめがたしおさい 

4 委  員 松 木 直 人 行方市地域おこし協力隊 

5 委  員 佐 藤 大 輔 なめがたファーマーズヴィレッジ 

6 委  員 曽 根 正 雄 行方市観光協会代表 

7 委  員 岡 本 文 幸 一般社団法人アントラーズホームタウンＤＭＯ事務局長 

8 委  員 岡 田 光 雄 株式会社共立メンテナンス 

9 委  員 新 堀 明 美 一般財団法人行方市開発公社 

10 委  員 越 川 留 吉 行方市帆引き船保存会 

11 委  員 高 野 芳 子 行方市観光ボランティア 

12 委  員 中 城 かおり 農家レストラン『八甲城』経営 

13 委  員 高 柳 秀 樹 緑と風の農園 

14 委  員 浅 岡 隆 裕 立正大学准教授 

15 委  員 松 野 健 志 株式会社 JTB 

 

2. 幹事会 

No  氏 名 所 属 

1 幹事長 平 山 信 一 経済部長 

2 幹 事 久 保 田 博 企画政策課長 

3 幹 事 高 須 敏 美 情報政策課長 

4 幹 事 辺 田 正 行 商工観光課長 

5 幹 事 木 下   健 生涯学習課長 
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3. 事務局 

No. 氏 名 所 属 

1 平 山 信 一 経済部長 

2 辺 田 正 行 商工観光課長 

3 大 場 正 浩 商工観光課長補佐 

4 根 本   誠 商工観光課係長 

5 松 信 正 弘 商工観光課係長 

 

4. 委員会開催日程 

No. 委員会 日 付 会 場 

1 第 1 回委員会 ２０１８年１２月２６日 行方市役所麻生庁舎 

2 第 2 回委員会 ２０１９年２月８日 行方市役所麻生庁舎 

3 第 3 回委員会 ２０１９年２月２０日 霞ヶ浦ふれあいランド 

4 第 4 回委員会 ２０１９年３月２８日 行方市役所北浦庁舎 

 

5. 各調査概要 

・Ｗｅｂ調査、ヒアリング調査：株式会社ジャパン・マーケティング・エージェンシー 

・ＧＰＳ調査：株式会社ゼンリンデータコム 

・観光行動調査：株式会社アイディエーション、株式会社ＪＴＢ、 

立正大学文学部社会学科浅岡研究室 

 

6. 出典 

・観光庁（http://www.mlit.go.jp/kankocho/） 

・茨城県（http://www.pref.ibaraki.jp/） 

・行方市（http://www.city.namegata.ibaraki.jp/） 

・行方市観光協会（http://namekan.jp/） 
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